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 東京私教連から歓びの情報が飛び込んできました。東京都の 2020 年度予算概算要求が

本日発表されました。その中で私学部の概算要求における特別奨学金補助（東京都では独自

に授業料減免補助のこと）予算が、前年比 4 億円増で要求されていることが判明しました。

国の就学支援金 2020 年度拡充にあたり、東京私教連の試算では 74 億円が国からカバー

される事になるのですが、その分の減額はなく、2019 年予算比で 4 億円の増額です。全

国の一番手としてネコババせずの先例ができました。大いに歓ぶべき事です。 

 東京都は2018年度私立高校授業料平均額が452,476円で年収760万円未満世帯ま

で国の就学支援金と合わせて 456,000 円までの補助が実現しています。このうちの年収

590 万円未満世帯までの 40 万円分までが国からの補助となり、その分の合計額が東京私

教連の試算によると74億円です。これに、4億円増となると独自制度の特別奨学金補助予

算に新たに78億円が当てられるという試算になります。この制度拡充がどのような内容で

検討されているかについては、近く開かれるヒアリングで確認していくそうです。 

 
 8月以降東京では、都議会議員との懇談を展開しました。それを契機に9月の都議会にお

いて「国の就学支援金拡充に伴って、都の特別奨学金補助をどうしていくのか、拡充すべき」

の線で複数の会派の議員が質問しました。これに対して小池都知事は「拡充の方向で考えて

いる」と答弁。このことは、今回の概算要求の大きな力になっています。 

 この朗報を力に全国で自治体当局へ「ネコババするな」「制度拡充を」

の声を持って迫り、自治体制度の拡充を実現させましょう!! 
  

 

 右は、兵庫から送られてきたニュースです。11月2日の私学助成制度学習会の様子を

記しています。近畿ブロック京都私学助成をすすめる会の三宅代表、鈴木事務局長を招い

て、制度面、運動面について学習をしました。このあと三の宮の繁華街へ参加者で繰り出

し、街頭署名に取り組みました。 
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